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　平成28年第2回定例議会は、6月8日に召集され、１５日までの8日間の会期で行われました。伊藤村長最後の
定例議会であり、村長選挙出馬による現役議員の辞職が報告されました。１名の議員より一般質問が行われ、報
告2件、専決処分の承認4件、人事１件、補正予算2件、人事その他の案件１件、請願3件、意見書3件が提出さ
れ審議の結果16件を可決し閉会しました。

▼
一
般
質
問
は
、
副
議
長
よ
り

 　

初
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
熊
本
地
震
の
対
応
に
つ
い
て

○
リ
ニ
ア
残
土
受
入
れ
に
つ
い
て

○「
人
づ
く
り
は
村
づ
く
り
」
の
村
長

の
一
貫
し
た
理
念
の
基
で
の
教
育
行

政
の
伝
承
と
更
な
る
学
力
向
上
に
向

け
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て　

宮
嶋　

怡
正

　

（
一
般
質
問
の
様
子
は
、
議
会
当
日

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
中
継
放
送
し
、

後
日
録
画
放
送
も
し
ま
し
た
。
下
條

村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
で
も
ご
覧

に
な
れ
ま
す
）

▼
報　

告

○
下
條
村
議
会
議
員
の
辞
職
に
つ
い
て

・
村
長
選
挙
出
馬
の
た
め
金
田
憲
治
氏

が
六
月
三
日
付
け
で
議
会
議
員
を
辞

職
し
議
長
が
こ
れ
を
同
日
付
け
で
許

可
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

○
繰
越
明
許
費
の
報
告
に
つ
い
て

・
地
方
自
治
法
施
行
令
第
百
四
十
六

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二

十
七
年
度
下
條
村
一
般
会
計
の
繰

越
明
許
費
に
つ
い
て
計
算
書
を
報
告

し
ま
し
た
。

▼
前
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
補
正

予
算
の
専
決
処
分

・
国
の
補
正
予
算
に
新
た
に
追
加
さ
れ

た
「
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
事

業
」
へ
申
請
し
て
い
た
「
飯
伊
地
域

に
お
け
る
航
空
機
産
業
分
野
の
人
材

育
成
と
技
術
開
発
力
の
強
化
」
広
域

連
携
事
業
が
三
月
十
八
日
付
け
で
採

択
と
な
り
、
二
十
七
年
度
予
算
へ
の

計
上
が
そ
の
条
件
と
な
る
た
め
三
月

三
十
一
日
付
け
で
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
二
千
七
百
万
円
を
計
上
す
る
内
容

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
中
学
校
大
規
模
改
造
工
事
請
負
契

約
の
締
結

　

ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
併
せ
外
壁
塗
装

吹
き
替
え
、
外
壁
タ
イ
ル
改
修
を
行

う
中
学
校
大
規
模
改
造
工
事
が
八
社

に
よ
る
指
名
競
争
入
札
の
結
果
、
木

下
建
設
株
式
会
社
が
八
千
七
百
四

十
八
万
円
で
最
低
落
札
者
と
な
り
契

約
を
締
結
し
た
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

▼
条
例
一
部
改
正

○
下
條
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

・
村
民
税
の
修
正
申
告
に
伴
う
税
額
の

増
額
更
正
が
あ
っ
た
時
の
延
滞
金
計

算
期
間
の
規
定
の
整
備
、
軽
自
動
車

税
の
環
境
性
能
割
の
規
定
及
び
現
行

の
軽
自
動
車
税
を
種
別
割
に
名
称
変

更
す
る
内
容
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

○
下
條
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

・
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
、国
保
税

の
減
額
措
置
に
係
る
軽
減
判
定
所
得

の
算
出
方
法
の
変
更
す
る
内
容
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

○
下
條
村
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

・
行
政
不
服
審
査
法
の
改
正
に
伴
い
、審

査
申
出
の
手
続
、
記
録
及
び
委
員
会

の
議
事
に
つ
い
て
の
調
書
作
成
の
規

定
を
整
備
す
る
内
容
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

▼
下
伊
那
郡
町
村
公
平
委
員
会
組
合

　

規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
下
伊
那
郡
町
村
公
平
委
員
会
の
行
う

「
共
同
処
理
す
る
事
項
」
に
お
い
て
、

行
政
不
服
審
査
法
施
行
に
基
づ
く
付

属
機
関
の
事
務
を
新
た
に
加
え
る
た

め
、
組
合
名
を
「
下
伊
那
郡
町
村
総

合
事
務
組
合
」
に
改
め
、
併
せ
て
規

約
名
も
改
め
る
内
容
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

▼
補
正
予
算

○
一
般
会
計
（
第
一
号
）

・
二
千
六
百
万
円
増
額

・
歳
入
の
国
庫
分
は
、
新
規
事
業
と
し

て
地
域
経
済
循
環
創
造
事
業
交
付

金
三
百
七
十
五
万
円
の
増
額
を
お
こ

な
い
、
県
支
出
金
で
は
総
務
費
県
補

助
金
に
「
災
害
に
強
い
村
づ
く
り
事

業
」
が
元
気
づ
く
り
支
援
金
事
業
と

し
て
採
択
さ
れ
た
た
め
、
三
百
二
十

二
万
円
の
増
額
を
し
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
総
務
費
一
般
管

理
費
の
委
託
料
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
経
費
二
百
十
六

万
円
を
増
額
、
防
災
諸
費
に
元
気
づ

く
り
支
援
金
を
活
用
し
た
「
災
害
に

強
い
村
づ
く
り
事
業
」
と
し
て
防
災

研
修
会
委
託
料
六
十
六
万
三
千
円

の
増
、
原
材
料
費
と
し
て
避
難
所
と

な
る
集
会
施
設
の
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止

フ
ィ
ル
ム
代
三
百
四
十
二
万
九
千
円

の
増
、
需
用
費
と
し
て
非
常
用
Ｌ
Ｅ

Ｄ
ラ
イ
ト
購
入
五
十
一
万
四
千
円
の

増
、備
蓄
用
紙
お
む
つ
、
ト
イ
レ
セ
ッ

ト
の
購
入
十
七
万
七
千
円
の
増
と
し

ま
し
た
。
新
規
事
業
の
「
地
域
経
済

循
環
創
造
事
業
」
へ
農
業
の
六
次
化

と
新
た
な
産
業
の
創
造
支
援
と
し
て

り
ん
ご
の
シ
ー
ド
ル
製
造
設
備
投
資

へ
の
補
助
金
と
し
て
七
百
五
十
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。
商
工
費
で
は
商

工
振
興
費
の
負
担
金
補
助
及
び
交
付

金
に
新
規
事
業
と
し
て
買
い
物
弱
者

対
策
補
助
金
六
十
万
円
を
新
た
に
計

上
し
ま
し
た
。
総
額
で
は
二
十
一
億

三
千
六
百
万
円
と
な
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

○
村
営
水
道
特
別
会
計
（
第
一
号
）

・
百
五
十
万
円
増
額

　

歳
出
で
は
管
理
建
設
費
と
し
て
恩
田

井
水
第
一
接
合
井
フ
ロ
ー
ト
弁
更
新

工
事
費
用
百
六
十
万
円
を
増
額
計

上
し
、
予
備
費
に
て
十
二
万
円
を
減

額
調
整
し
ま
し
た
。
ま
た
歳
入
で
は

繰
入
金
と
し
て
国
の
示
す
基
準
で
あ

る
建
設
改
良
費
の
十
％
以
内
と
い
う

こ
と
で
十
万
円
を
増
額
し
ま
し
た
。

ま
た
工
事
の
財
源
と
し
て
基
金
を
取

り
崩
し
百
四
十
万
円
を
増
額
し
ま
し

た
。
総
額
で
は
一
億
二
千
三
百
五
十

万
円
と
な
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▼
請　

願

●「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
」
の

堅
持
を
求
め
る
請
願
書
に
つ
い
て

採　

択　

●
国
の
責
任
に
よ
る
三
十
五
人
以
下
学

級
推
進
と
、
教
育
予
算
の
増
額
を
求

め
る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
請
願
書

に
つ
い
て　
　
　
　
　

採　

択

●
子
ど
も
・
障
が
い
者
等
の
医
療
費
窓

口
無
料
化
を
求
め
る
長
野
県
へ
の
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　

採　

択
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七
月
二
十
一
日
松
本
の
キ
ッ
セ
イ
文

化
ホ
ー
ル
で
長
野
県
町
村
議
員
を
対
象

に
研
修
会
が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
諏

訪
出
身
の
明
治
大
学
政
治
経
済
学
部
教

授
、
牛
山
久
仁
彦
先
生
の
「
議
会
の
活

性
化
と
政
策
立
案
」
の
テ
ー
マ
で
基
調

講
演
が
あ
り
、
講
演
の
中
で
一
番
自
分

が
感
じ
た
こ
と
は
「
住
民
の
声
を
形
に

す
る
努
力
」
こ
れ
が
大
切
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
県
内

町
村
議
会
で
の
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
」

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
軽
井
沢
町
議
長
・
南

箕
輪
村
議
長
・
麻
績
村
議
長
・
飯
綱
町

議
長
の
四
名
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
軽
井

沢
議
長
は
「
開
か
れ
た
議
会
」「
信
頼
さ

れ
る
議
会
」
を
目
指
し
議
会
改
革
検
討

特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
議
会
活
性
化

を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
次

に
南
箕
輪
議
長
は
平
成
十
六
年
に
議
員

定
数
を
十
六
人
か
ら
十
人
に
削
減
し
た

が
、
人
口
が
四
十
年
で
約
二
倍
に
な
っ

た
こ
と
で
、
住
人
の
議
員
で
住
民
の
声

を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
か
、
ま
た
若

者
・
女
性
・
転
入
者
声
を
ど
う
聴
い
て

い
く
か
が
今
後
の
課
題
だ
そ
う
で
す
。

　

次
に
麻
績
村
議
長
は
二
千
七
百
三
十

六
人
の
小
さ
な
村
で
平
成
十
六
年
の
平

成
の
大
合
併
の
際
、
合
併
協
議
会
か
ら

の
離
脱
に
よ
り
自
立
の
道
の
選
択
を
し

ま
し
た
。
自
立
計
画
策
定
委
員
会
か
ら

議
員
定
数
及
び
報
酬
の
見
直
し
を
受
け

議
会
に
対
し
て
住
民
の
関
心
が
深
め
ら

れ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
小
学
校
六
年

生
を
対
象
と
し
た
子
ど
も
議
会
を
開
催

し
、
社
会
科
の
学
習
と
し
て
将
来
の
村

　

下
條
会
は
、
中
京
・
阪

神
圏
で
活
躍
さ
れ
る
下

條
出
身
者
と
の
交
流
を

深
め
、
人
脈
等
の
形
成

を
図
る
目
的
で
平
成
四

年
に
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
二
十
四
年
に
亘
り

交
流
を
深
め
て
参
り
ま

し
た
が
、
こ
の
度
「
当

圏
内
の
下
條
出
身
者
の

減
少
な
ど
に
よ

り
、新
入
会
員
の

加
入
が
期
待
で

き
ず
高
齢
化
が

進
ん
で
き
て
い
る
事
」、「
こ
こ
最

近
の
総
会
出
席
者
が
下
條
村
か
ら

の
出
席
者
よ
り
少
な
く
な
る
の

を
防
ぐ
の
で
精
一
杯
で
あ
る
事
」

等
々
の
状
況
を
鑑
み
、
役
員
会
に

お
い
て
平
成
二
十
八
年
五
月
六

日
を
も
っ
て
中
京
・
阪
神
圏
下

條
会
を
解
散
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

を
託
せ
る
人
材
を
育
て
た
い
と
の
こ
と

で
す
。
村
政
に
対
し
村
民
の
関
心
も
あ

り
傍
聴
者
も
多
い
そ
う
で
す
。

　

最
後
に
飯
綱
町
の
議
長
が
旧
牟
礼
村

の
第
三
セ
ク
タ
ー
飯
綱
リ
ゾ
ー
ト
開
発

が
破
綻
し
約
八
億
円
を
支
払
う
こ
と
に

な
っ
て
議
決
責
任
と
説
明
責
任
が
問
わ

れ
、
こ
の
こ
と
が
議
会
改
革
へ
の
動
機

に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

▼
意
見
書

　

三
件
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
可
決
さ

れ
、
関
係
機
関
へ
送
付
し
ま
し
た
。

●「
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
」の
堅
持
を

求
め
る
意
見
書

●
国
の
責
任
に
よ
る
三
十
五
人
以
下
学
級
推

進
と
、教
育
予
算
の
増
額
を
求
め
る
意
見

書
●
子
ど
も
・
障
が
い
者
等
の
医
療
費
窓
口
無

料
化
を
求
め
る
長
野
県
へ
の
意
見
書

▼
第
一
回
下
條
村
臨
時
会

・
八
月
一
日
、
第
一
回
臨
時
会
が
行
わ
れ
、

改
選
後
の
議
員
の
議
席
の
決
定
、
民
生
福

祉
委
員
の
構
成
並
び
に
委
員
長
・
同
副
委
員

長
の
決
定
（
委
員
長
に
串
原
肇
氏
・
副
委
員

長
に
古
田
勝
美
氏
）
監
査
委
員
の
選
任
を
行

い
ま
し
た
。（
詳
細
は
十
五
頁
を
参
照
）
併
せ

て
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
等
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
を
行
い
、
村
長
を

十
五
％
、
副
村
長
・
教
育
長
を
十
％
と
そ
れ

ぞ
れ
削
減
す
る
こ
と
と
し
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
一
般
会
計
の
補
正
予
算
（
第
二

号
）
と
し
て
五
月
十
～
十
一
日
の
豪
雨
に

よ
っ
て
発
生
し
た
農
地
及
び
農
業
施
設
災
害

の
復
旧
費
と
し
て
二
千
六
百
万
円
を
増
額
す

る
内
容
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
條
村
で
も
人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た

ら
よ
い
か
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
婚
活
に
力
を
入
れ
、
智
恵
の

あ
る
女
性
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
を
要
請
し

て
議
会
と
共
に
早
急
に
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
会
の
会
計
に
残
さ
れ
た
三

五
三
、一
二
六
円
に
つ
い
て
は
、
村
の
教

育
・
福
祉
等
に
役
立
て
て
と
全
額
を
寄

付
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

会
の
解
散
は
、
大
変
残
念
な
こ
と
で

す
が
、
発
足
か
ら
二
十
四
年
の
永
き
に

わ
た
り
会
の
運
営
に
ご
尽
力
さ
れ
た
下

條
会
の
皆
様
に
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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